
訪日外客数

１１
月
は
１３
％
減
の
５５
万
人

中
国
が
過
去
最
高
を
記
録

宿
泊
施
設
の
固
資
税
見
直
し

「
経
営
強
化
の
弾
み
に
」
溝畑長官

観
光
関
連
団
体

２０１２
年
の
総
・
大
会
日
程

日本ナショナルトラスト

東京駅で募金活動

自然、文化遺産復旧へ呼びかけ

Ｉ
Ｍ
Ｅ
２０１１
に
出
展
多
数

世
界
に
安
全
・
安
心
発
信

専
門
新
聞

協

会
　

１２
月
９
日
に
公
益
法
人

社
是
社
訓
、経
営
理
念
の
底
力

武
蔵
大
教
授

江
上
　
節
子
氏

組
織
の
ベ
ク
ト
ル
作
り

職
場
の
文
化
を
作
る
　

涅涅月
（人）

伸び率
（％）

１～涅涅月
（人）

伸び率
（％）

総数 涵涵涅，淆濤濤 －涅渕．涅 涵，淇渊淦，涅濤濤 －淹淆．涅

韓国 涅渕渊，濤濤濤 －渕淹．涅 涅，涵涅淇，淇濤濤 －渕淹．淹

中国 淆淹，渕濤濤 渕涵．濤 淆淇渕，淦濤濤 －淹涸．淦

台湾 涸淇，淹濤濤 －渕．淇 淆涅淇，濤濤濤 －淹淹．涸

香港 渕渕，淦濤濤 淹淹．涸 渕淹濤，渊濤濤 －渕涅．渕

タイ 涅涅，涵濤濤 －渕淆．涅 涅淹淇，淹濤濤 －渕涵．涵

シンガポール 涅淹，涵濤濤 －渊淦．涅 涸涸，渊濤濤 －渕涸．淦

豪州 涅淹，涅濤濤 －淹濤．渕 涅渊渊，涅濤濤 －淹涸．渕

米国 涵渕，涅濤濤 －涅濤．涅 涵涅渊，涵濤濤 －淹渕．淇

カナダ 涅濤，渕濤濤 －涅涅．濤 淆濤，淆濤濤 －渕涵．涵

英国 涅渕，淹濤濤 －涅淹．渊 涅淹涸，涅濤濤 －淹涵．渕

フランス 淆，濤濤濤 －涅淆．涅 涸淦，淹濤濤 －渕涸．涅

ドイツ 涅濤，涅濤濤 －涅淆．濤 淦渊，渕濤濤 －渕淇．涵

マレーシア 淦，淦濤濤 －渕濤．渕 淇淦，淆濤濤 －渕濤．濤

インド 涵，涵濤濤 淹．淦 涵涵，濤濤濤 －涅淹．濤

ロシア 渕，涸濤濤 －淹渕．淇 渕濤，淆濤濤 －渕涵．渕

その他 涵淇，淆濤濤 －涅涅．涅 涵淹淹，淆濤濤 －淹涸．渕

訪日外客数（ＪＮＴＯ推計値）

（２）第２６３８号 第３種郵便物認可 ２０１２年（平成２４年）１月１日（日曜日）

飛
鳥
Ⅱ
の
ツ
ア
欟

予
約
を
ス
タ
欟
ト

楽
天
ト
ラ
ベ
ル

　
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
は
こ
の
ほ

ど
欷
郵
船
ク
ル
欟
ズ
が
運
航

す
る
ク
ル
欟
ズ
客
船
欷
飛
鳥

Ⅱ
の
ツ
ア
欟
予
約
受
付
を
始

め
た
と
発
表
し
た
盜
欹
オ
ン

ラ
イ
ン
旅
行
会
社
で
飛
鳥
Ⅱ

の
取
り
扱
い
を
行
う
の
は
当

社
が
初
め
て
飮
と
い
う
盜

　
郵
船
ク
ル
欟
ズ
は
既
存
の

販
売
網
で
は
カ
バ
欟
し
き
れ

な
か
檸
た
新
規
顧
客
層
へ
の

ア
プ
ロ
欟
チ
が
可
能
に
な

り
欷
特
に
イ
ン
タ
欟
ネ
蘖
ト

予
約
に
慣
れ
親
し
ん
だ
煥
代

前
後
の
若
年
層
の
利
用
を
見

込
ん
で
い
る
盜

　
楽
天
は
ク
ル
欟
ズ
客
船
の

予
約
が
加
わ
る
こ
と
で
欷
商

品
ア
イ
テ
ム
の
拡
充
や
欷
ク

ル
欟
ズ
が
高
単
価
商
品
で
あ

る
こ
と
か
ら
欷
高
所
得
層
の

取
り
込
み
が
図
れ
る
メ
リ
蘖

ト
が
あ
る
盜

テ
欟
プ
カ
蘖
ト
の
模
様

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
自
然
・
文
化
遺
産
の
復
旧

に
取
り
組
ん
で
い
る
日
本
ナ

シ
欖
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
は
灑
月

炙
日
欷
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
構
内
で

支
援
を
呼
び
か
け
る
募
金
活

動
を
行
檸
た
盜
観
光
庁
の
溝

畑
宏
長
官
や
俳
優
の
辰
巳
琢

郎
さ
ん
ら
が
駆
け
付
け
欷
駅

利
用
者
に
協
力
を
求
め
た
‖

写
真
盜

　
呼
び
か
け
人
の
１
人
欷
作

家
の
森
ま
ゆ
み
さ
ん
は
欹
被

災
地
の
文
化
財
が
ど
ん
ど
ん

壊
さ
れ
つ
つ
あ

る
盜
重
要
文
化

財
な
ど
の
修
復

に
は
補
助
金
も

出
る
が
欷
所
有

者
も
負
担
し
な

け
れ
ば
な

ら

ず
欷
そ
の
費
用

は
決
し
て
小
さ

く
な
い
飮
と
述

べ
欷
募
金
を
呼

び
か
け
た
盜

　
ふ
く
し
ま
観

光
交
流
大
使
を

務
め
る
辰
巳
さ

ん
は
募
金
と
と
も
に
欷
欹
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
飮
と

東
北
へ
の
旅
行
を
促
し
た
盜

ま
た
欷
福
島
県
い
わ
き
市
と

関
係
の
深
い
俳
優
の
松
方
弘

樹
さ
ん
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス

ト
と
し
て
招
か
れ
欷
応
援
メ

蘖
セ
欟
ジ
を
寄
せ
る
一
方
欷

募
金
活
動
を
行
檸
た
盜

　
こ
の
日
は
福
島
県
や
い
わ

き
市
の
関
係
者
も
参
加
し
欷

県
内
の
観
光
パ
ン
フ
レ
蘖
ト

な
ど
を
配
布
し
た
盜

　
日
本
専
門
新
聞
協
会
歉
加

盟
１
０
０
社
欷
全
産
業
界
で

１
２
０
０
万
部
発
行
歐
は
欷

か
ね
て
か
ら
欹
公
益
社
団
法

人
飮
認
定
を
申
請
し
て
い
た

が
欷
灑
月
２
日
に
内
閣
府
公

益
認
定
等
委
員
会
で
審
査
の

結
果
欷
同
月
９
日
付
で
内
閣

総
理
大
臣
に
答
申
さ
れ
た
盜

同
月
灑
日
付
で
認
定
さ
れ

て
欷
公
益
認
定
委
員
会
の
ホ

欟
ム
ペ
欟
ジ
に
掲
載
さ
れ

た
盜

　
こ
の
公
益
法
人
の
認
定
に

つ
い
て
は
欷
申
請
し
て
も
非

常
に
厳
し
い
審
査
だ
檸
た
が

協
会
総
会
で
新
制
度
移
行
方

針
を
可
決
し
欷
欹
新
法
人
移

行
検
討
特
別
委
員
会
飮
を
設

け
て
認
定
へ
努
力
を
続
け
て

き
た
も
の
で
欷
何
度
も
書
類

な
ど
の
修
正
を
求
め
ら
れ
て

認
定
さ
れ
た
も
の
盜
こ
れ
で

同
協
会
は
文
字
通
り
の
公
益

法
人
と
し
て
ス
タ
欟
ト
す
る

こ
と
に
な
檸
た
盜

　
な
お
同
協
会
の
副
理
事
長

・
同
政
治
連
盟
の
副
会
長
を

本
社
社
長
が
務
め
て
い
る
盜

　
瀲
月
の
訪
日
外
客
数
は
欷

前
年
同
月
比
灣
・
１
％
減
の

燼
万
１
９
０
０
人
だ
檸
た
盜

日
本
政
府
観
光
局
歉
Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
歐
が
灑
月
炯
日
欷
推
計
値

と
し
て
発
表
し
た
盜
東
日
本

大
震
災
以
降
の
前
年
同
月
に

対
す
る
下
げ
幅
は
縮
小
傾
向

に
あ
る
盜
中
国
は
震
災
後
初

め
て
プ
ラ
ス
に
転
じ
欷
瀲
月

と
し
て
過
去
最
高
を
記
録
す

る
ま
で
に
回
復
し
た
盜
一
方

で
韓
国
は
円
高
ウ
櫻
ン
安
の

影
響
も
受
け
て
３
割
減
だ
檸

た
盜

　
震
災
後
の
前
年
同
月
に
対

す
る
減
少
率
は
欷
３
月
歉
灑

殳
煕
日
歐
が
牘
・
７
％
減
欷

４
月
が
爭
・
５
％
減
欷
５
月

が
燎
・
４
％
減
欷
６
月
と
７

月
が
煖
・
１
％
減
欷
８
月
が

煕
・
９
％
減
欷
９
月
が
烝
・

９
％
減
欷
瀾
月
が
炒
・
３
％

減
で
推
移
盜
今
年
１
殳
瀲
月

の
累
計
で
は
欷
前
年
同
期
比

焙
・
１
％
減
の
５
６
４
万
７

１
０
０
人
と
な
檸
た
盜

　
中
国
の
瀲
月
の
訪
日
客
数

は
欷
煌
・
０
％
増
の
９
万
２

３
０
０
人
盜
こ
れ
ま
で
過
去

最
高
だ
檸
た
瀰
年
瀲
月
歉
８

万
１
４
６
２
人
歐
を
上
回
檸

た
盜
原
発
事
故
に
伴
う
放
射

能
へ
の
警
戒
感
は
依
然
あ
る

が
欷
個
人
観
光
査
証歉
ビ
ザ
歐

の
要
件
緩
和
欷
格
安
の
旅
行

商
品
の
販
売
な
ど
が
需
要
喚

起
に
つ
な
が
檸
た
と
み
ら
れ

る
盜
増
加
幅
の
大
き
さ
に
は
欷

前
年
の
尖
閣
諸
島
沖
の
中
国

漁
船
衝
突
事
件
の
影
響
に
よ

る
落
ち
込
み
か
ら
の
反
動
も

表
れ
て
い
る
盜

　
韓
国
は
熈
・
１
％
減
の
灣

万
４
千
人
盜
震
災
以
降
欷
４

月
を
底
に
減
少
幅
は
縮
小
し

て
い
る
が
欷
９
月
か
ら
３
カ

月
連
続
で
３
割
台
の
減
少
盜

放
射
能
へ
の
警
戒
感
が
影
響

し
て
い
る
ほ
か
欷
円
高
ウ
櫻

ン
安
が
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
な

檸
て
い
る
盜
９
月
に
煥
カ
月

ぶ
り
に
１
円
が
炙
影
台
に
な

檸
て
以
来
欷
炙
欷
炒
影
台
で

推
移
し
欷
訪
日
旅
行
意
欲
を

冷
え
込
ま
せ
て
い
る
盜

　
こ
の
ほ
か
の
主
な
市
場

は
欷
台
湾
が
３
・
６
％
減
の

８
万
６
２
０
０
人
欷
香
港
が

烟
・
８
％
増
の
３
万
３
７
０

０
人
欷
米
国
が
瀾
・
１
％
減

の
５
万
３
１
０
０
人
欷
豪
州

が
炳
・
３
％
減
の
１
万
２
１

０
０
人
な
ど
盜

出
国
日
本
人
数

７
％
増
の
‘̃£
万
人

５
欅
月
連
続
の
増
加

　
瀲
月
の
出
国
日
本
人
数

は
欷
前
年
同
月
比
６
・
５
％

増
の
１
４
８
万
８
千
人
だ
檸

た
盜
今
年
７
月
以
降
欷
５
カ

月
連
続
の
増
加
盜
円
高
が
海

外
旅
行
に
は
プ
ラ
ス
要
因
だ

檸
た
盜
瀲
年
１
殳
瀲
月
累
計

で
は
前
年
同
期
比
１
・
２
％

増
の
１
５
５
１
万
６
千
人
に

な
檸
た
盜

歇
向
野
悟
歃

　
▽
日
本
観
光
旅
館
連
盟
‖

未
定

　
▽
国
際
観
光
旅
館
連
盟
‖

未
定

　
▽
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
合
会
‖
総

会
６
月
灣
日
欷
岡
山
県
倉
敷

市
・
鷲
羽
ハ
イ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
欷
大
会
６
月
炙
日
欷
岡
山

市
・
岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
欖
ン

セ
ン
タ
欟

　
▽
日
本
ホ
テ
ル
協
会
‖
３

月
炒
日
欷
東
京
・
グ
ラ
ン
ド

ハ
イ
ア
蘖
ト
東
京

　
▽
全
日
本
シ
テ
檪
ホ
テ
ル

連
盟
‖
６
月
烟
日
欷
東
京
・

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

歉
予
定
歐

　
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ

ル
連
盟
‖
６
月
６
日
欷
東
京

・
ホ
テ
ル
イ
欟
ス
ト
炮
東
京

　
▽
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト

協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
‖
２

月
炙
日
欷
東
京
・
シ
櫪
ラ
ト

ン
都
ホ
テ
ル
東
京

　
▽
日
本
旅
行
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
‖
２
月
炯
日
欷
宮

城
県
松
島
町
・
ホ
テ
ル
松
島

大
観
荘

　
▽
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
協
定
旅

館
ホ
テ
ル
連
盟
‖
４
月
灣

日
欷
東
京
・
ザ
　
キ
櫺
ピ
ト

ル
ホ
テ
ル
東
急

　
▽
Ｊ
Ｒ
グ
ル
欟
プ
協
定
旅

館
ホ
テ
ル
連
盟
‖
６
月
８

日
欷
東
京
・
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン

　
▽
タ
ビ
蘖
ク
ス
ジ
櫺
パ
ン

協
定
連
盟
‖
本
部
総
会
な
し

歉
隔
年
実
施
歐

　
▽
東
武
ト
ラ
ベ
ル
協
定
旅

館
連
盟
‖
役
員
総
会
２
月
烋

日
欷
東
京
・
東
武
ホ
テ
ル
レ

バ
ン
ト
東
京

　
▽
読
売
旅
行
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
‖
７
月
瀲
日
欷
東

京
・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

歉
予
定
歐

　
▽
農
協
観
光
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
‖
６
月
欷
東
京

歉
予
定
歐

　
▽
ク
ラ
ブ
ツ
欟
リ
ズ
ム
パ

欟
ト
ナ
欟
ズ
会
‖
７
月
欷
東

京
・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

歉
予
定
歐

　
▽
日
本
観
光
振
興
協
会
‖

６
月
灑
日
欷
東
京
・
東
京
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル

　
▽
日
本
温
泉
協
会
‖
６
月

焉
日
欷
長
崎
・
雲
仙
温
泉

　
▽
日
本
旅
行
業
協
会
‖
６

月
炙
日
欷
東
京
・
経
団
連
会

館　
▽
全
国
旅
行
業
協
会
‖
６

月
炳
日
欷
東
京
・
ホ
テ
ル
ラ

フ
櫻
欟
レ
東
京

　
▽
日
本
添
乗
サ
欟
ビ
ス
協

会
‖
３
月
烟
日
欷
東
京
・
メ

ル
パ
ル
ク
東
京

　
▽
国
際
観
光
日
本
レ
ス
ト

ラ
ン
協
会
‖
３
月
焜
日
欷
仙

台
市
・
勝
山
館

　
▽
国
際
観
光
施
設
協
会
‖

６
月
炒
日
欷
東
京
歉
予
定
歐

　
▽
日
本
バ
ス
協
会
‖
６
月

炮
日
欷
東
京
・
経
団
連
会
館

　
観
光
庁
と
日
本
コ
ン
グ
レ

ス
・
コ
ン
ベ
ン
シ
欖
ン
・
ビ

欒
欟
ロ
欟
歉
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
歐
欷

日
本
政
府
観
光
局
歉
Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
歐
は
灑
月
炙
欷
炒
日
の
２

日
間
欷
東
京
都
内
で
第
炮
回

国
際
ミ
欟
テ
檪
ン
グ
エ
キ
ス

ポ
歉
Ｉ
Ｍ
Ｅ
２
０
１
１
歐
を

開
い
た
盜
日
本
各
地
の
コ
ン

ベ
ン
シ
欖
ン
ビ
欒
欟
ロ
欟
欷

コ
ン
ベ
ン
シ
欖
ン
協
会
欷
国

際
会
議
関
連
事
業
者
欷
旅
行

会
社
欷
外
国
政
府
観
光
局
な

ど
が
出
展
し
た
盜

　
開
会
式
の
主
催
者
あ
い
さ

つ
で
溝
畑
宏
観
光
庁
長
官
は

欹
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
歉
ミ
欟
テ
檪
ン

グ
欷
イ
ン
セ
ン
テ
檪
ブ
欷
コ

ン
ベ
ン
シ
欖
ン
欷
エ
キ
シ
ビ

シ
欖
ン
歐
が
日
本
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
は
欷
世
界
に
日
本

が
安
全
欷
安
心
で
あ
る
こ
と

の
情
報
発
信
に
も
な
る
飮
と

話
し
た
盜
ま
た
猪
口
邦
子
Ｊ

Ｃ
Ｃ
Ｂ
会
長
は
欹
国
際
会
議

に
参
加
す
る
機
会
は
人
生
の

中
で
そ
う
あ
る
こ
と
で
は
な

い
盜
国
際
会
議
を
支
え
る
こ

と
は
参
加
者
の
ピ
欟
ク
パ
フ

櫻
欟
マ
ン
ス
を
手
伝
う
と
い

う
素
晴
ら
し
い
仕
事
だ
飮
と

あ
い
さ
つ
し
た
盜

　
観
光
庁
の
溝
畑
宏
長
官

は
欷
灑
月
炯
日
の
専
門
紙
向

け
の
定
例
会
見
で
欷
２
０
１

２
年
度
の
税
制
改
正
大
綱
に

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
建
物
に
か

か
る
固
定
資
産
税
の
評
価
見

直
し
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
欷
欹
観
光
立
国
の

実
現
に
は
旅
館
・
ホ
テ
ル
の

経
営
基
盤
の
強
化
が
課
題
盜

評
価
の
見
直
し
が
そ
の
弾
み

に
な
れ
ば
飮
と
述
べ
た
盜

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
建
物
に

か
か
る
固
定
資
産
税
で
は
欷

評
価
額
の
算
定
基
準
と
な
る

耐
用
年
数
歉
経
過
年
数
歐
が

使
用
実
態
に
合
わ
な
い
と
し

て
旅
館
団
体
な
ど
が
見
直
し

を
要
望
盜
大
綱
で
は
炒
年
度

の
評
価
替
え
の
際
に
欷
実
態

を
踏
ま
え
て
見
直
さ
れ
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
盜

　
溝
畑
長
官
は
欹
旅
館
経
営

者
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
長

年
の
課
題
で
観
光
庁
と
し
て

も
重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
盜

要
望
活
動
を
展
開
し
た
旅
館

団
体
の
関
係
者
欷
調
整
に
取

り
組
ん
だ
観
議
連
歉
与
党
観

光
振
興
議
員
連
盟
歐
を
は
じ

め
国
会
議
員
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
た
い
飮
と
述
べ
た
盜

　
か
つ
て
企
業
で
は
社
是
社

訓
や
経
営
理
念
を
皆
で
唱
和

す
る
よ
う
な
職
場
風
景
が
み

ら
れ
た
盜
今
時
社
是
社
訓
な

ど
は
欹
説
教
じ
み
て
い
る
飮

と
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ

う
盜
近
年
は
社
内
の
イ
ン
ト

ラ
ネ
蘖
ト
や
ツ
イ
蘖
タ
欟
欷

フ
櫪
イ
ス
ブ
蘖
ク
な
ど
欷
ソ

欟
シ
櫺
ル
メ
デ
檪
ア
と
呼
ば

れ
る
情
報
網
欷
コ
ミ
欒
ニ
ケ

欟
シ
欖
ン
手
法
を
用
い
て
欷

会
社
の
考
え
方
を
浸
透
さ
せ

て
い
る
例
も
あ
る
盜

　
一
方
で
欷
金
融
商
品
取
引

法
に
よ
る
財
務
上
の
公
正

さ
欷
情
報
公
開
が
厳
密
に
義

務
付
け
ら
れ
欷
企
業
は
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
い
う
金
科

玉
条
の
荒
波
に
も
ま
れ
て
い

る
盜
企
業
活
動
は
利
益
追
求

の
み
な
ら
ず
欷
公
正
さ
が
重

要
で
欷
社
会
と
の
調
和
を
大

事
に
し
な
け
れ
ば
持
続
的
成

長
は
難
し
い
盜
ま
た
欷
人
間

は
考
え
る
葦あ

し

で
あ
る
盜
目
の

前
の
仕
事
に
追
わ
れ
る
中
で

も
働
く
上
で
の
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
を
求
め
る
だ
ろ
う
盜

　
私
の
研
究
室
で
ゼ
ミ
学
生

と
欷
東
証
１
部
上
場
企
業
約

１
７
０
０
社
の
経
営
理
念
を

調
査
し
た
盜
ホ
欟
ム
ペ
欟
ジ

に
経
営
理
念
を
掲
げ
て
い
る

企
業
は
燵
％
で
あ
檸
た
盜
そ

の
半
分
は
企
業
理
念
と
い
う

言
い
方
で
あ
り
欷
創
業
精
神

の
志
向
が
強
い
盜
企
業
理
念

と
は
存
在
す
る
意
味
や
目

的
欷
目
指
す
と
こ
ろ
を
表
す
盜

社
是
社
訓
は
３
番
目
に
多

い
盜
経
営
理
念
で
う
た
わ
れ

て
い
る
価
値
観
は
欹
顧
客
第

一
主
義
飮
が
最
も
多
い
盜
次

は
欹
技
術
・
研
究
開
発
飮
重

視
盜
や
は
り
モ
ノ
づ
く
り
大

国
だ
盜
そ
し
て
欷
欹
社
会
貢

献
の
重
視
飮
と
欹
創
業
精
神

へ
の
志
向
飮

で
あ
檸
た
盜

　
今
日
欷
創

業
や
開
業
の

率
は
低
く
欷

廃
業
率
が
上

回
檸
て
久
し
い
盜
若
い
人
た

ち
の
仕
事
の
意
欲
に
は
雲
が

か
か
檸
て
い
る
よ
う
だ
盜
産

業
界
に
お
け
る
不
祥
事
の
続

出
や
世
の
中
の
価
値
観
欷
秩

序
欷
規
範
欷
形
式
欷
ル
欟
ル

が
多
様
に
な
檸
た
中
で
欷
モ

チ
ベ
欟
シ
欖
ン
は
さ
ま
よ
檸

て
い
る
盜
よ
り
ど
こ
ろ
が
欲

し
い
欷
基
準
が
あ
檸
た
ほ
う

が
良
い
欷
形
を
示
し
て
欲
し

い
と
い
う
願
望
は
欷
む
し
ろ

若
い
人
た
ち
に
多
い
の
で
は

な
い
か
盜

　
そ
ん
な
若
者
の
気
持
ち
を

と
ら
え
た
経
営
理
念
の
１
つ

が
欷
日
本
最
大
の
フ
櫟
蘖
シ

欖
ン
通
販
サ
イ
ト
と
評
さ
れ

る
欷
マ
ザ
欟
ズ
上
場
企
業
の

ス
タ
欟
ト
ト
櫚
デ
イ
だ
盜

欹
世
界
中
を
カ
蘖
コ
よ
く
欷

世
界
中
に
笑
顔
飮
欹
い
い
人

を
つ
く
る
飮
欷
人
に
仕
え
る

欹
仕
事
飮
で
は
な
く
て
欷
自

然
な
営
み
だ
か
ら
欹
自
事
飮

と
表
現
し
た
い
欷
と
宣
言
し

て
い
る
盜
設
立
後
瀾
年
ほ
ど

だ
が
欷
ネ
蘖
ト
社
会
に
お
け

る
経
営
理
念
の
新
た
な
モ
デ

ル
を
提
起
し
て
い
る
盜

　
欹
お
も
し
ろ
お
か
し
く
飮

と
い
う
社
是
を
う
た
う
の

は
欷
技
術
の
独
創
性
の
高
さ

で
抜
群
の
堀
場
製
作
所
で
あ

る
盜
５
つ
の
@
お
も
い
A
が

欹
お
も
し
ろ
お
か
し
く
飮
を

実
現
し
て
い
く
と
し
欷
誰
も

思
い
つ
か
な
い
こ
と
を
や
り

た
い
欷
技
を
極
め
た
い
欷
自

分
の
仕
事
や
会
社
を
誰
か
に

伝
え
た
い

な
ど
を
掲
げ

て
い
る
盜
連
結
売
上
高
が
１

２
０
０
億
円
近
く
も
あ
る
京

都
の
こ
の
企
業
は
欷
自
動
車

計
測
シ
ス
テ
ム
機
器
欷
分
析

シ
ス
テ
ム
機
器
欷
医
用
シ
ス

テ
ム
機
器
な
ど
で
独
自
性
を

発
揮
盜
自
動
車
排
ガ
ス
測
定

装
置
で
は
欷
世

界
シ
櫪
ア
犢
％

と
い
う
国
際
企

業
で
あ
る
盜

　
ド
ラ
蘖
カ
欟

の
言
に
な
ら
檸

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
盜
欹
社

会
の
問
題
点
を
解
決
す
る
飮

を
企
業
理
念
に
う
た
う
の

は
欷
人
材
総
合
サ
欟
ビ
ス
企

業
の
パ
ソ
ナ
盜
社
会
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
会
社
に
な
る

と
明
言
し
て
い
る
盜

　
人
間
と
し
て
の
基
本
欷

欹
親
を
大
切
に
す
る
飮
と
い

う
言
葉
を
社
訓
の
１
つ
に
し

て
い
る
企
業
は
マ
ヨ
ネ
欟
ズ

で
知
ら
れ
る
キ
ユ
欟
ピ
欟
グ

ル
欟
プ
で
あ
る
盜
社
是
が

欹
楽
業
偕
悦
飮
盜
志
を
同
じ

く
す
る
人
と
業
を
楽
し
ん
で

悦
び
を
と
も
に
す
る
盜
社
訓

は
欹
道
義
を
重
ん
じ
欷
創
意

工
夫
に
努
め
欷
親
を
大
切
に

す
る
飮
こ
と
盜
親
孝
行
の
気

持
ち
は
欷
人
の
好
意
に
感
謝

し
欷
報
い
る
こ
と
に
通
じ
る
盜

そ
う
し
た
人
の
集
ま
り
は
発

展
し
て
い
く
と
い
う
理
念
で

あ
る
盜

　
欹
燃
料
報
国
飮
と
は
欷
省

資
源
と
省
力
化
の
技
術
開
発

を
も
檸
て
国
の
課
題
を
解
決

す
る
と
い
う
経
営
理
念
で
あ

る
盜
ヤ
ン
マ
欟
は
欷
創
業
者

の
こ
の
言
葉
を
長
き
に
わ
た

り
基
本
理
念
と
し
て
い
る
盜

　
古
代
中
国
の
思
想
家
・
孫

武
の
作
と
さ
れ
る
欹
孫
子
飮

の
一
節
を
用
い
て
い
る
企
業

も
あ
る
盜
欹
勝
者
の
民
を
戦

わ
し
む
る
や
欷
積
水
を
千
仞

の
谿
歉
せ
ん
じ
ん
の
た
に
歐

に
決
す
る
が
ご
と
き
は
欷
形

な
り
飮
盜
積
水
化
学
工
業
は

欹
積
水
を
千
仞
の
谿
に
決
す

る
ス
ピ
欟
ド
を
も
檸
て
欷
積

極
的
に
新
分
野
を
開
拓
す

る
飮
と
い
う
経
営
理
念
を
設

け
て
い
る
盜
付
加
価
値
の
高

さ
と
ス
ピ
欟
デ
檪
欟
な
意
思

決
定
を
大
事
に
す
る
企
業
で

あ
る
盜

　
創
業
時
の
経
営
者
の
志
や

企
業
家
精
神
に
は
欷
事
業
と

組
織
と
人
間
の
総
合
的
な
想

い
欷
信
念
が
結
晶
化
し
て
い

る
盜
皆
が
共
有
す
る
理
念
が

組
織
の
ベ
ク
ト
ル
を
作
り
欷

職
場
の
文
化
を
作
る
盜
社
是

社
訓
の
底
力
を
見
直
し
た

い
盜

　
え
が
み
・
せ
つ
こ
　
早
稲

田
大
卒
盜
リ
ク
ル
欟
ト
社
で

編
集
企
画
部
門
責
任
者
欷
人

材
情
報
誌
各
誌
の
編
集
長
を

歴
任
盜
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
研
究

開
発
セ
ン
タ
欟
に
お
い
て
欷

先
端
技
術
と
生
活
者
マ
欟
ケ

テ
檪
ン
グ
の
融
合
領
域
を
研

究
開
発
す
る
フ
ロ
ン
テ
檪
ア

サ
欟
ビ
ス
研
究
所
所
長
を
務

め
る
盜
同
社
経
営
企
画
部
欷

マ
欟
ケ
テ
檪
ン
グ
・
コ
ミ
欒

ニ
ケ
欟
シ
欖
ン
担
当
部
長
を

兼
務
盜
瀝
年
早
大
大
学
院
客

員
教
授
盜
瀰
年
４
月
か
ら
は

武
蔵
大
で
社
会
学
部
欷
メ
デ

檪
ア
社
会
学
科
教
授
を
務
め

る
盜


